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ば
っ
く
と
ぅ
ざ
ぱ
す
と 

そ
の
四
四 

 

『
網
走
市
史
』
（
上
巻
一
九
五
八
年
、
下
巻
一
九
七
一
年
）
に
多
く
の
頁

を
割
か
れ
て
い
る
近
江
商
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
藤
野
四
郎
兵
衛
家
で
す
。

豊
郷
町
に
あ
る
又
十
屋
敷
豊
会
館
と
い
え
ば
分
か
る
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
事
業
体
と
し
て
の
藤
野
四
郎
兵
衛
家
は
明
治
一
六
年
（
一

八
八
三
）
に
は
実
質
的
に
大
阪
に
移
転
し
、
藤
野
家
の
邸
宅
も
昭
和
初
期
に

は
無
住
と
な
り
豊
郷
村
の
村
有
財
産
と
な
り
、
今
日
の
豊
会
館
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
藤
野
家
は
滋
賀
県
の
人
び
と
に
さ
え
あ
ま
り
馴
染
み
が
な

い
近
江
商
人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

蝦
夷
地
に
渡
っ
た
近
江
商
人
と
い
え
ば
、
岡
田
彌
三
右
衛
門
家
や
西
川
伝

右
衛
門
家
が
有
名
で
す
が
、
藤
野
四
郎
兵
衛
家
も
天
保
期
の
松
前
に
お
い
て

有
数
の
商
家
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
藤
野
家
と
蝦
夷
地
と
の

つ
な
が
り
は
、
岡
田
家
や
西
川
家
よ
り
も
遅
く
一
八
世
紀
終
わ
り
に
始
ま
り

ま
す
。
第
四
代
四
郎
兵
衛
の
次
男
喜
兵
衛
が
、
薩
摩
村
（
現
滋
賀
県
彦
根
市
）

か
ら
松
前
の
地
に
渡
っ
て
い
た
宮
川
清
右
衛
門
の
萬
屋
に
奉
公
に
出
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。
喜
兵
衛
は
そ
の
後
、
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
柏

屋
を
屋
号
と
し
又
十
を
店
印
と
し
て
独
立
し
ま
す
。
そ
の
事
業
は
、
喜
兵
衛

の
男
子
、
伯
父
で
あ
る
第
五
代
四
郎
兵
衛
の
養
子
、
つ
ま
り
本
家
に
受
け
つ

が
れ
、
蝦
夷
地
進
出
後
、
三
代
目
に
あ
た
る
定
次
郎
が
四
郎
兵
衛
を
襲
名
し

た
の
が
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
で
し
た
。
こ
の
三
代
目
の
と
き
に
明
治
維

新
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

喜
兵
衛
は
独
立
に
際
し
「
東
西
蝦
夷
地
出
産
物
運
輸
売
買
ノ
業
」
と
し
ま

し
た
。
「
東
西
蝦
夷
地
出
産
物
」
と
は
鯡
、
鮭
、
鱒
、
昆
布
な
ど
の
海
産
物

で
、
藤
野
家
は
蝦
夷
地
に
お
い
て
場
所
請
負
人
と
し
て
漁
業
を
営
み
漁
獲
物

を
加
工
す
る
と
と
も
に
、
松
前
に
運
ぶ
と
い
う
北
海
道
内
の
輸
送
と
さ
ら
に

本
州
、
と
り
わ
け
大
阪
に
運
ぶ
と
い
う
回
漕
業
も
営
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
蝦

夷
地
に
進
出
し
た
近
江
商
人
の
な
か
で
は
特
異
で
す
。 

藤
野
家
よ
り
も
早
く
渡
っ
た
近
江
商
人
た
ち
は
、
荷
所
船
主
と
よ
ば
れ
る
、

お
も
に
北
陸
の
船
主
た
ち
（
の
ち
の
北
前
船
主
）
と
荷
の
輸
送
を
契
約
し
、

運
ば
せ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
藤
野
家
は
蝦
夷
地
・
松
前
間
、
松

前
・
大
阪
間
の
い
ず
れ
も
自
家
の
所
有
船
＝
手
船
で
運
び
ま
し
た
。
そ
の
数

は
最
盛
期
に
二
〇
艘
に
も
達
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
蝦
夷
地
出
産
物
」
は
蝦
夷
地
か
ら
松
前
も
し
く
は
函
館
を
経
て
日
本
海

沿
岸
を
と
お
り
、
瀬
戸
内
海
に
入
り
大
阪
に
至
る
ル
ー
ト
を
と
り
ま
す
。
沿

岸
航
路
を
利
用
す
る
と
は
い
え
、
海
難
の
リ
ス
ク
は
常
に
つ
き
ま
と
い
ま
し

た
。
船
の
安
全
運
航
を
祈
願
し
て
、
船
主
た
ち
は
神
社
に
船
絵
馬
を
奉
納
し

ま
し
た
。
藤
野
家
の
ば
あ
い
、
そ
の
奉
納
先
の
ひ
と
つ
が
網
走
神
社
で
し
た

（
写
真
１
）
。 

網
走
神
社
の
案
内
板
に
は
、
「
当
神
社
は
文
化
九
年
近
江
の
人
藤
野
四
郎

兵
衛
が
網
走
川
口
に
小
祠
を
建
て
漁
場
鎮
護
の
為
に
奉
斎
せ
る
を
以
て
創

祀
と
す
。
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
創
祀
さ
れ
た
神
社
は
移
転
さ
れ
、
現

在
の
地
に
は
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
あ
ら
た
に
社
殿
が
造
営
さ
れ
ま

し
た
。
柏
屋
が
船
絵
馬
を
い
つ
奉
納
し
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
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現
在
、
一
二
面
の
船
絵
馬
は
、
神
社
近
く
の
網
走
市
立
郷
土
博
物
館
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
社
殿
の
ち
か
く
に
は
、
社
務
所
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
る
建
物
（
写
真
２
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
藤
野

家
の
邸
宅
の
迎
賓
館
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

柏
屋
藤
野
家
と
網
走
と
の
つ
な
が
り
は
こ
れ
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。
明
治

二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
は
現
在
の
網
走
市
鱒
浦
に
牧
場
を
開
設
し
、
そ

の
後
、
徐
々
に
拡
張
し
、
濤
沸
湖
付
近
に
ま
で
広
大
な
牧
場
地
を
有
す
る

に
至
り
ま
す
。 

網
走
神
社
創
祀
一
〇
〇
年
に
あ
た
る
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
は
、

藤
野
家
は
網
走
百
年
祭
を
執
行
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
網
走
は
藤
野
家
と
と

も
に
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
と
は
い
え
そ
の
こ
ろ
に
は
、
一
〇
〇
年
の
栄

華
が
終
わ
り
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
幕
末
に
家
督
を
継
い
だ
四
郎
兵
衛

は
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
没
し
ま
す
。
そ
の
子
が
ま
だ
幼
い
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
大
正
五
年
に
は
北
海
道
に
あ
っ
た
本
支
店
を
廃
止
し
、

農
牧
業
以
外
の
全
事
業
を
休
止
、
事
業
整
理
の
段
階
に
入
り
ま
し
た

。 

（
経
済
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科 

坂
野
鉄
也
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